
【2018/ 中間】No.20　IoT と AI で医療・ヘルスケア環境をデザインしよう　担当教員：藤野雄一 , 佐藤生馬 , 南部美砂子 , 松原克弥  

Support for medical consent to patients with dementia 
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VeCS の概要
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理解度算出の手順 三村淳（2000）表情から得られる理解度の推定システム　電気学会論文誌 C 120,2,273-278.　を参考

G= 重心
d= 重心から特異点までの距離
E= 目頭間の距離
d を E で割ることにより正規化
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　感情
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ニューラルネットワーク

理解度

学習データの取得方法

目、眉、口の輪郭に
着目し顔ランドマーク
から特異点を決定

特異点を決定

それぞれの特異点から
顔の重心までの距離を求める
これを表情情報とする

誤差逆伝播法で学習させた
ニューラルネットワークに
表情情報を入力し理解度を
算出

撮影した動画から
画像を切り取る

amazon rekognition によって
感情、顔ランドマークを抽出

理解度を算出し感情と理解度
をグラフなどを用いて視覚化

目的：医師と認知症患者の意思疎通

1. 実 験として被 験 者に問 題
　( 医療に関連 )を解いてもらう
2. その際の顔を撮影
3. 下記をニューラルネットワーク
　に学習させる
　⑴感情
　⑵表情情報
　⑶　
＊複数人の顔を合わせる事で
　学習データ量が増加

感情と理解度の視覚化により
医師と患者間の意思疎通が可能

試作
Trial product
病院ヒアリング
Get some opinion from a
 hospital  person

プロジェクト発表会
Project presentation 
札幌でプレゼンテーション
Presentation in Sapporo

成果報告会、報告書作成
Result report meeting, Report presentation
病院 研究機関訪問、デモ
Visit to hospital and research institution,
Demonstration

最終報告書提出
Final report submission

病院への成果報告
Report meeting to hospitals
秋葉原でのプレゼンテーション
Presentation in Akihabara

特 に 他 科 の 医 師 は
認知症患者と意思疏通
できているかわからない

問題
?

認 知 症 患 者と医 師 は
コミュニケーションが困難

現状

表情から認知症患者の
意思を確認できれば良い

80％

解決策

医 師 は 認 知 症 患 者と
意思疎通が容易

効果

認知症患者の表情から感情と理解度を視覚化するシステム
VeCS (Visualizes emotion and Comprehension System)


